
 

 

 

【荒尾市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

荒尾市では「郷土を愛し 未来を創る あらおの人づくり」という基本理念のもと、

主体的・対話的で深い学びを実現するために、１人１台端末を効果的に活用し、子ども

達が自ら課題を発見し、解決していく学習「進化型あらおベーシック」授業の定着と質

の向上に取り組んでいる。 

ＩＣＴ活用を通して「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させるこ

とで、子ども達が変化を前向きに受け止め、豊かな創造性を備えた持続可能な社会の創

り手として、予測不可能な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参画するための資

質・能力を育成することに取り組んでいる。 

また、様々な事情や環境等に左右されることなく、子ども達に必要な力を育む学びの

機会が提供されるよう、誰一人取り残さない教育を目指している。 

 

２．ＧＩＧＡ第１期の総括 

 本市では、平成３０年度から令和元年度にかけて各普通教室及び特別教室１台分の電

子黒板を整備した。その後、令和２年度に１人１台端末の調達整備を行い、令和３年度

から運用を開始した。セルラーモデルの端末を採用し、全ての子ども達が家庭の通信環

境に左右されることなく、学校内外における学習に取り組むことができる環境を構築し、

早期の持ち帰り学習を実現した。このことにより、新型コロナウィルスの影響による臨

時休校時においても学びを継続することができた。 

また、授業支援ソフトウェアやＡＩ型デジタルドリル、ＩＣＴ支援員が作成するオリ

ジナルデジタル教材など、多様なデジタルコンテンツを活用し、個別最適な学びと協働

的な学びを推進した。 

一方で、学校間、教職員間の格差も顕著に表れてきており、教職員のスキルに合わせ

た研修の開催や、優良事例の横展開を進める必要があると考えている。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

ＧＩＧＡスクール構想により１人１台端末等の整備、活用を始めてから４年目に入り、

学校での授業や家庭学習での端末の日常的な活用が根付きつつある。 

こうした状況の中、１人１台端末はもはや不可欠なものであり、端末整備・更新計画 

に基づき、引き続き適切に維持・更新していくことを前提として、以下のように利活用

していく。 

 

（１）１人１台端末の積極的活用について 



 

 

本市では、ＡＩドリルを始めとするアプリを活用する等、家庭学習でのＩＣＴ活用

を推進することで引き続き積極的な活用に取り組む。 

 

（２）個別最適・協働的な学びの充実 

授業支援アプリ等を効果的に活用することにより児童生徒が、自分の特性や理解

度・進度に合わせて自己調整した学習を進める「個別最適な学び」や、他の児童生徒

の学習の取組や振り返りを相互参照することでヒントを得たり、自分と同じ考えや異

なる考えに触れることで自分の考えをさらに深め、興味を持った友達と意見交換をす

る「協働的な学び」の充実に取り組む。 

 

（３）学びの保障 

希望する不登校児童生徒へ端末を活用した授業への参加・視聴の機会を提供する等、

多様な場面で１人１台端末を活用していく。 

また、日本語指導の必要な児童生徒等、特別な支援を要する児童生徒の実態等に応

じてアプリ等を活用した支援に取り組む。 


